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管理者用マニュアル

統合生産管理システム
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1 基本システム設定
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CIPSのメインメニューの右上の南京錠のアイコンが「基本システム設定」です。
会社情報や環境設定などの基本設定を登録する画面ですので、起動には管理者パスワードが必要です。

自社情報や端数処理、数量・金額の消費税フォーマットの設定ができます。

1-1. 基本情報

数量に1.5を入力した場合の変換は下記のとおりです。

「 #########0 」＝2

「 #########0.## 」＝1.5

「 #########0.00 」＝1.50

「 #########0.### 」＝1.5

「 #########0.000 」＝1.500



自社の基本勤務時間設定やオプション設定ができます。

1-2. 詳細設定

基本勤務時間には、定時の時間を休憩時間を省いて設定します。
時間外勤務時間には、残業や早出などの時間外の勤務時間を設定します。
この基本勤務時間と時間外勤務時間に登録していない時間帯は、CIPSでは計算されません。

カレンダーで初期化をした際に、チェックの付いていない曜日が休日として反映します。

自社の売情報と買情報の設定ができます。

1-3. 取引先情報設定

口座マスタにて、自社の口座を登録することで設定できます。
詳しくは、口座マスタをご参照ください。
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口座マスタにて自社の口座を登録することで、請求書等に口座を印字することができます。

登録した口座一覧が表示されます。
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2 口座マスタ



為替マスタにて、各国の通貨に対応できます。

通貨前文字に「￥」を登録すると「￥10,000」と表示され、
通貨後文字に「円」を登録すると「10,000円」と表示されます。

税率変更は変更した当日から適用されます。
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3 為替マスタ
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消費税率が変更になった場合は、為替マスタにて税率を変更することが出来ます。
税率変更は、為替マスタでの税率変更後に作成したオーダーと注文書から適用になります。

既に作成しているオーダー、納品書、注文書に関しては、変更前の税率が適用されているので、
変更する場合は、オーダーや伝票を開き、税率を個別に変更する必要がございます。

1. 消費税率の変更方法

1. 「為替マスタ」を開きます。

2. 下の一覧から「Japan」を選択します。
ダブルクリックをすることで、上部に詳細が表示されます。

3. 「税率」の％を変更して、「登録」をクリックします。
消費税率が変更されました。

1-1. 為替マスタでのデフォルト税率の変更
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税率変更をするデータを開きます。（納品伝票、発注伝票）
税率は行単位で保持しているので、税率変更を行う税率はすべて変更して「登録」をします。
登録を行うことで、税率は変更されます。

1-2. 既に作成した伝票の税率変更

税率を変更したい伝票の一覧画面を開きます。（オーダー情報一覧、納品一覧、発注一覧）
「選択行の編集」→「一括変更」にて、消費税にチェックを入れることで、税率を一括変更できます。

1-3. 税率の一括変更
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CIPSでは、各オーダーや伝票ごとに消費税率を保存しています。

2. 消費税の反映について

＜オーダー入力＞
税率のデフォルトは、為替マスタの税率です。
オーダーを登録すると、オーダー単位に税率が保存されます。
したがって、為替マスタで税率で変更しても、
過去に登録したオーダーの税率は変わりません。

＜納品伝票＞
オーダーから納品処理をした場合、税率はオーダーの税率を引用します。（為替マスタで変更していても、変わりません）
オーダーに連動しない納品伝票を直接入力した場合は、税率は為替マスタから参照して反映します。

＜発注伝票＞
為替マスタを変更後に作成した発注伝票は、
変更した税率が適用されます。
発注伝票を登録すると、伝票単位で税率を保存します。

2-1. 消費税の反映
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基本システム設定にて、伝票ごとに消費税の変更が出来ないように、ロックをすることが出来ます。

2-2. 消費税の固定



会社カレンダーでは、会社休日の設定や各社員のスケジュール管理を行うことができます。

編集モードを変更することで、ダブルクリック時の操作を変更することができます。

該当の日時の行を選択し、ダブルクリックで「スケジュール入力」画面が起動します。
スケジュールの参加者を選択し、スケジュールを入力して「登録」で完了します。

1-1. 行動予定（スケジュールの登録）

スケジュールは完了に を入れて登録しないと、遅延で残ります。
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4 会社カレンダー



該当の日時の行を選択し、ダブルクリックで「カレンダー編集」画面が起動します。
行事名または会社休日にチェックをして「登録」で完了します。

1-2. 休日/行事（会社休日の登録）

■ 会社休日の初期化

編集モードを「休日/行事」にすると「会社休日初期化」のボタンが使用出来るようになります。
会社休日初期化をすることにより、表示している1年間の休日をデフォルトの設定にします。
※ 既に登録している休日もリセットされますのでご注意ください。

基本システム設定→詳細設定にて設定した「初期化時の基本出勤曜日」がデフォルトの設定です。
チェックがない曜日が休日として反映します。
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1-3. 期限管理

期限管理登録画面にて、必要な項目を入力して登録します。
残回数に指定がない場合は、「999」と入力すると期限なしで登録が可能です。

会社カレンダーで期限管理設定を行うことで、定期的な予定を管理することができます。

登録した期限管理スケジュールは、背景が黄色で表示されます。
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1-4. CIPS 起動時にスケジュール残件の表示

会社カレンダーで登録したスケジュールと残件をCIPS 起動時に表示するよう、基本システム設定にて
登録が出来ます。
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CIPS 起動直後



5 パソコン設定

パソコン設定では、各端末ごとに設定を登録することが出来ます。

1-1. サーバーアクセス負荷軽減

CIPSの環境ファイル（システム設定や帳票など）はサーバーに保存しています。
処理スピードが遅い場合は、上記の環境ファイルをローカルPCに落として使用することで、サーバーア
クセスの負荷を軽減させ、スピードアップを図ることが出来ます。

CIPSメインメニューの背景を変更できます。

赤枠にチェックを入れることで、ローカルに環境ファイルをダウンロードします。
このチェックボックスにチェックが付いているPCは、帳票や各システム設定の更新がリアルタイムに
反映されなくなりますので、設定を変更した際は必ずCIPSを再起動し、最新版をダウンロードしてご使
用ください。
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1-2. CIPS Message Language（言語設定）

端末ごとに、CIPSの使用言語を設定することが出来ます。言語は、日本語、英語、中国語の3種類から
選択が可能です。設定を変更したら、CIPSを再起動してください。

Japan（日本語）

English（英語）

China（中国語）

翻訳管理者モードは、ウィリーにて
翻訳を行う際に使用する設定です。
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6 帳票テンプレート

CIPSの帳票（印刷物）のテンプレートは、すべてExcelデータを使用しています。
その為、お客様でも印刷テンプレートの修正が簡単に行えます。

エクセル

1. 帳票について

2. 帳票の編集方法

■ 印刷プレビューが表示される場合

画面下の赤枠部分（Excelのマーク）をクリックすることで、帳票テンプレートが起動します。開いた
Excelを修正して上書きすることで、帳票修正が行えます。

2-1. 帳票Excelの開き方

Excelのマークをクリックすると、プレビューしている帳票のExcelを起動できます。
マークの右側には、帳票Excelが保存されているパスが表示されています。
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Excelの編集方法は、通常のExcelと同様の操作になりますので、フォントや文字サイズの変更、セルの
結合処理、セルの縮小設定にも対応しています。編集をして頂き、上書きをすることで変更されます。
また、帳票は上書き保存をするとすぐ適用されますので、CIPSのプレビュー画面を再度立ち上げるだけ
で帳票テンプレートの確認を行うことが出来ます。

2-2. 帳票Excelの修正方法

■ 印刷プレビューが表示されない場合

CIPSサーバーで帳票Excelを検索し、直接ファイルを開く必要がございます。
帳票Excelの保存場所は、CIPSサーバーのCIPSフォルダにある「Print_General」フォルダです。

Excelの「**」から始まるパラメータを「帳票パラメータ」と呼び、どの情報を印字するのか指定しています。
赤枠の場合は、「**Products_Code」＝「品番」のようになります。
新しい情報を印字する場合は、該当の帳票パラメータが対応しているか調査が必要になりますので、弊社までご連絡ください。

※ 帳票修正の際には、元のExcelファイルをコピーとして残した状態での作業をお勧めします。
上書き保存することにより、元に戻すことは難しくなります。
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帳票に印字する行数は、各帳票のファイル名にて指定しています。
ファイル名の最後に「@」で行数を指定することで、改行する行数を指定できます。
※一部、裏の設定にて指定している帳票があります。（指示書など）

2-3. 印字する行数の指定

1データが2行分、
それが帳票1枚で16行あるので

@16X2となります。

1データに対して2行を使用している。

2行分を1セットとして、
全部で16セットある。

17データ以上あれば改ページとなり、
2枚目に印字されます。

1データに対して1行で帳票を作成する場合は「X2」が無くなり、「@16」となります。

この場合は、1データ1行で
全部で30行あるという事です。



7 ComboBox

選択肢を選べる項目の選択肢のことを「ComboBox」と呼びます。
このComboBoxはテキストファイルで管理しており、ユーザー様でも簡単に修正することが出来ます。

■ ComboBoxファイルの検索と修正方法

編集したいComboBoxの項目にカーソルを当てて「F1」を押すと、ファイルの場所と名称が表示されま
す。エクスプローラーを開き、表示されたテキストファイルを上書きすることで、編集が出来ます。
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8 Wibukey

CiPSはサーバーに差してある「Wibukey」のドングルによりセキュリティを掛けています。
クライアントからライセンス認証を行うことでご使用いただけます。
したがって、Wibukey認識ソフトウェアをサーバー、クライアントにインストールする必要があります。

Wibukey CIPSサーバー

Wibukey認識ソフト

Wibukey認識ソフト

Wibukey認識ソフト
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2. 「ネットワーク」タブを開き、ワイブキーサブシステムの「WkLAN」にチェックを入れます。
WkLANサーバーサーチリストの赤枠にWibukeyドングルの刺さっているPC（CIPSサーバー）の
パソコン名またはIPアドレスを入力し、「追加」をクリックします。
追加後、上部のリストに表示されていれば設定は完了ですので、「適用」して「OK」をします。

ここに入力してください。
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CIPSの起動時にWibukeyの認証ソフトウェアが社内ネットワーク上からWibukeyのドングルを検索して
ライセンス認証を行い、承認されることでCIPSが起動します。Wibukeyの認証に時間が掛かっている場
合は、ドングルの場所を指定することで改善できる可能性があります。

1. 該当のクライアントPCの「コントロールパネル」を起動し、「Wibukey」をクリックします。

表示方法を「大きいアイコン」にしてください。

1. CIPSの起動が遅い場合



9 シャチハタ印鑑作成ソフトウェア

CIPS の社員マスタでは、社員ひとりひとりの印鑑画像を登録することが出来ます。
登録した印鑑画像は、注文者や請求書などの各伝票に印字することが可能です。

1. シャチハタ印鑑作成ソフトウェア「Click Stamper.exe」を起動します。

「ファイル」→「新規作成」をクリックし、「丸印・角印」を選択してOKをクリックします。

1. シャチハタ印鑑作成方法
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2. 下図と同じように設定を行います。（この設定にすることで、綺麗な印鑑が作成できます）

フォントは「MSゴシック」または「MS明朝」がお勧めです。



3. 本文に名前を入力し、プレビューを確認します。

OKであれば「ファイルに出力」をクリックし、ファイル名を入力して、保存します。
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PC

デスクトップ

4. 印鑑が作成できました。

社員マスタに登録する場合は、社員マスタを開いて、印鑑画像をドラッグ＆ドロップします。



10 Backup Tool

CIPSサーバーにて、CIPSデータのバックアップをするソフトウェア「Backup_Tool」が起動しています。
Backup Toolは常駐で起動しておくことで、バックアップを正常に行うことができます。
CIPSサーバーを再起動した際や、Backup_Toolを閉じた際は、必ず起動して監視実行をしてください。

Backup ToolはCIPSサーバーのタスクバーもしくはデスクトップ上にアイコンがあります。

「監視実行」をクリックすることで、Backup Tool を稼働させることが出来ます。

1. 「Backup Tool」を開き、「監視実行」をクリックします。

2. 「監視実行」のボタンがグレーになれば、バックアップは稼働しています。

監視が実行されると、画面下のメッセージが「監視中…」になります。

1. Backup Toolの稼働方法
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Backup Toolでは、バックアップをする回数や曜日の設定が出来ます。

2. Backup Toolの設定方法

バックアップを開始する時間とデータを保存するフォルダを指定します。
バックアップを開始する時間は、通常業務を行わない夜間に設定してください。

2-1. Backupの開始時間とデータの保存先

バックアップは下記の3種類別にバックアップの設定ができます。
保存する回数は空き容量にもよりますが、多いとデータ容量を圧迫するのでご注意ください。
回数分のバックアップを取った後は、1番古いバックアップデータを削除して最新のデータを保存します。

■ [Core] SQLデータとシステムデータバックアップ

SQLデータ（受注データや発注データなどの運用データ）と環境フォルダのバックアップ設定です。
Core のバックアップは毎日行うことをお勧めします。

■ [User] 取引先データフォルダ

取引先情報の「資料フォルダ」に登録されているデータのバックアップ設定です。

■ [Draw] 商品情報データフォルダ

図面データのバックアップ設定です。

2-2. Backupの保存回数と曜日設定
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11 メンテナンス契約について

CiPSを導入頂くにあたり、弊社では「メンテナンス契約（または保守契約）」を締結させていただいて
おります。締結後一年間を保守期間としており、下記条件を実行するにあたり管理にかかる費用となり
ます。

1）電話、メール、リモートによる操作説明

2）本商品に一般的なバグがあった場合の無償対応

3）バージョンアップについては年1回または、ご要望対応の際にリモートで対応

4）システムのソフトウェア管理はプログラムは弊社の責務とし、運用データのバックアップは
お客様の責任で行う

5）新規要望に関しては、企画開発工数が1日以内であり、かつ弊社が汎用的であるとみなした場合に
限り、無償で対応
この条件を満たさない要望に対しては、都度、開発にかかる費用を提示し、双方了承のもと遂行

※ ハードウェアとネットワーク機器はメンテナンスの範囲外となり、別途費用が必要となります。

上記の他、お客様と締結しました契約書の内容に基づき、ご対応させていただきます。

メンテナンス契約は、導入初年度は必須となります。
次年度以降については、契約満了の前月または前々月に、弊社の総務よりご連絡させていただいており
ます。継続を承諾いただける際には、「継続承諾書」をご返信いただくことで、契約期間にある一年間
において、保守契約を継続することができます。

※ 帳票修正やカスタマイズ案件については、お客様ごとの個別対応となる為、別途費用となります。

0-1. メンテナンス契約の継続について
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